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岡山実験動物研究会が昭和57年12月7日に,有志
わずか26名で発足して以来,早いもので5年が経
過いたしました｡そして,創立5周年を祝賀する
意味で,昭和62年12月5日に,発会時と同じ会場
である岡山市桑田町,郵便貯金会館において,第
15回 (5周年記念)岡山実験動物研究会 (岡山大
学医学部,矢部芳郎教授,担当)を開催すること
が できました｡
5周年記念講演として,京都大学文学部,平野
俊二教授に,｢動物の行動における記憶の機制｣,
大阪大学蛋白質研究所,御子柴克彦教授に,｢晒乳
類中枢神経系の発生と分化｣,東京大学医科学研究
所,豊田裕教授に,｢実験動物における発生工学の
進歩｣について,ご講演をいただきました｡興味
と関心のある講演のためか,当日は全点以外に多
数の参加があり,活発な討論もあり,5周年記念
にふさわしい盛大な会となりました｡また,引続
き同会場で開催された祝賀懇親会では発会当時の
思い出なども話題となり,楽しい時をすごすこと
ができました｡
かえりみますと,岡山実験動物研究会は,岡山
大学の医 ･歯 ･薬 ･農 ･理学部,川崎医科大学,
ノー トルダム清心女子大学,重井医学研究所,柿
原生物化学研究所などに所属する有志26名で発足
したものであり,今 日みられるような盛大な会に
発展するとは,当時,予想もしなかったことです｡
本研究会の発会を祝していただいた前岡山大学
学長,大藤 異先生の祝辞,｢本研究会が順調に発
展され,立派な成果があげられ,そして,その記
銀が残され,地域における科学の進歩向上のため
に大きい貢献を果されますよう心から祈念致すも
のであります｣から,年一回ではありますが,さ
さやかな研究会報が発行されることとなり,その
記録を残すことができました｡
また,重井医学研究所長,妹尾左知九先生の祝
辞,｢周知の如 く生物関連分野の研究には実験動物
は必要欠くべからざる存在であり,研究の対象に
従って,適切な動物が選ばれ,充分な飼育管理の
もとで,す ぐれた手技によって実験が行われるこ
とによってのみ信頼できる成績が得られるもので,
本研究会がますます成長し,発展して科学の進歩
に大きく寄与することを念願してやみません｣は,
本研究会の方向性を示すものとなりました｡
本研究会の発足に当り,関係者によって,本研
究会の性格づけや目的が熱心に討議されましたが,
①実験動物の側にある研究者と動物実験の側にあ
る研究者による研究者集団としての性格,②実験
動物 ･動物実験に関する知識の交流,関連領域の
進展に寄与することを目的とする,③自由の雰囲
気のもとで,会月相互間の十分な話し合いによる
運営,⑥場合によっては,共同研究による問題の
解決,といった本研究会の特色づけは,年を経る
にしたがって一層明確になってきたようにみられ
ます｡
年々,多くの研究会が誕生し,かつ,消滅して
ゆく状況の中で,専門領域を異にする人々の集団
である本研究会が,まがりなりにも,5年間にわ
たって消滅をまぬがれ,発展の方向をたどってい
ることは,本研究会のもつ意義を十分に理解され,
会の運営にあたっていただいた諸先生の協力以外
のなにものでもないと考えています｡
研究集会は,大学の各学部,研究機関のもちま
わりとして,年 3-4回を目標として行われてき
ましたが,それぞれの機関代表者の創意と工夫に
より,内容の充実した集会をその都度もっことが
でき,本研究会の順調な発展につながることがで
きました｡
年一回刊行される機関紙,｢岡U｣実験動物研究会
報｣は,実験動物,動物実験に関する総説,主張,
提言,紹介 (実験動物,動物実験法,実験手技,
2施設,新刊図書)を取扱い,学会誌に投稿するよ
うなoriginalreportは掲載しないことを申し合せ
てまいりましたが,編集委員諸先生のご努力と,
会員の積極的な協力によって,その内容は次第に
充実してまいりました｡今後は,この会報が研究
集会に参加する機会の少ない県外会員の発言の広
場として活用されることを願っています｡現在,
研究会報は会長に配布される以外に,わが国の主
な関係者にも広く配布され,次第に,本研究会の
活動に関心が寄せられてきています｡
私事で恐縮ですが,昭和62年5月21-23日の3
日間,岡山市において,第34回日本実験動物学会
総会を担当することになり,189題の一般講演以外
に,特別講演として,大阪大学名替教授,日本実
験動物学会理事長の川俣順一先生に,｢実験動物学
に求めるもの｣,国立予研筑波医学実験用霊長類セ
ンター所長の本庄重男先生に,｢実験用霊長類の開
発と今後の課題｣,さらに,シンポジウムとして｢ラ
イフサイエンスの展開と実験動物の開発｣をとり
あげることができましたO約1,000名近い関係者が
岡山に集まり,3日間にわたり熱心に討議をいた
だいたことは身に余る光栄であり,忘れ得ぬ思い
出となりました｡また,この学会において,長年
にわたって懸案とされてきた ｢動物実験に関する
指針｣が総会において討議され,匡I際的にも通用
する科学的かつ倫理的内容をもった動物実験指針
が.承認された意義は極めて大きかったものとみら
れます｡
また,最近において,岡山大学学内関係者によ
って編成された研究題目 ｢ライフサイエンス研究
推進にとって必要とする実験動物の開発 ･利用｣
が昭和62年度岡山大学教育研究学内特別経費要求
課題に探択され,これらの研究成果に加えて,釈
たに学内関係者による協力関係が生まれようとし
ています｡
上記のように,岡山実験動物研究会を中心とし
て展開された活動の輪は,次第に広がりをみせ,
その延長線上に,いくつかの具体的な成果を生み
だしてまいりました｡このことは,ひとえに共に
励まし合い,議論を重ねながら協力をいただいた
理事,監事の諸先生,積極的に参加をいただいた
会員の方々,ささやかなこの会に対して,おしみ
ないご支援をたまわった賛助会月の方々の力によ
るものであり,それを強く確信しています｡本研
究会の5周年を迎えるにあたり,あらためて,こ
れらの関係者に厚くお礼を申しあげ,感謝の意を
表する次第です｡
私自身,間もなく,岡山実験動物研究会長とし
ての任務も終ることになりますが,なによりも力
強く感ずることは,次代を荷う若い研究者達が次
第にこの会に参加し,会の運営にも積極的に協力
をいただいてきていることです｡関係各位には引
続き本研究会発展のために,一層のご鞭漣とお力
添えをたまわりますようお願いする次第です｡
